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小学校高学年教科担任制への対応
小島 宏

「中央教育審議会答申」（令和３年１月）や「義務教

育９年間を見通した教科担任制の在り方について

（報告）」（同７月）を受け、令和４年度から小学校高

学年に一部教科担任制が導入されることとなった。こ

のことが効果的に行われるようその在り方について

考察する。

導入の目的の確認

児童の知識・技能の向上や学びの高度化を図る

ために教科担任制を導入する目的は、以下の４点に

集約できる。

○教科指導の専門性のある教師の熟練した指導に

よって授業の質が高まり、児童の理解度・定着度

の向上と学びの高度化を図る。

○中１ギャップの解消など小学校から中学校への円

滑な接続を図る。

○担任や専科教員など複数教師による多面的な児

童理解を通じて児童の心の安定に資する。

○教師のもちコマ数の減少や授業準備の効率化に

より教育活動の充実や教師の負担軽減に資する。

教科担任制で優先される教科

各地域・学校の実情に応じた取り組みをすること

に留意し、専門性を持った教師によるきめ細かい指

導と中学校の学びにつながる系統的な指導を充実さ

せる観点から「報告」では、教科担任制の対象に次

の４教科が考えられるとしている。

○外国語：新規導入教科であり、中学校への連続性

を持たせコミュニケーション能力の基礎を培う。

○算数：数学的活動を充実させ、数学の良さに気づ

かせる指導をし、算数・数学に興味を持たせなが

ら系統的な指導を行う。

○理科：理科の面白さや有用性を認識できるよう指

導し、中学校の科学的リテラシーを見据えた系統

的な指導を行う。

○体育：運動の楽しさや喜びを味わい、考えたり工夫

したりしながら課題解決的学習を展開し、中学校

の内容を見据えた系統的な指導を行う。

先導的な学校における実践例

既に全国の学校で先導的実践が行われている。

その一部を紹介する。参考にされ、自校流の実践に

活用されたい。

○同学年の担任同士で理科や体育などの交換授業

○５・６年の担任同士で理科や英語などの交換授業

○加配教員（算数や外国語）の専科と、担任同士の

理科と体育の交換授業

○近隣の中学校の教員が小学校に出向き、英語や

算数の指導（専科制の場合や担任とのTT）

現時点で見られるメリットと困難点

実践校によると、「ゆとりが生まれ児童と向き合う

時間が増え、生活指導が充実した」「指導法や児童

理解の意見交換が増えた」「教材研究や準備が減少

し、担当教科の指導が充実し、専門性や授業力が向

上した」「中学校へ円滑な移行ができ、児童も中学校

も助かる」などメリットが報告されている。

その一方で、「単学級の学校の交換授業では負担

軽減は少ない」「加配教員の配置が不十分」「特定の

教科指導が欠落し若手教師の育成に危惧がある」

「時間割編成や調整が難しい」などの指摘もある。

校長のリーダーシップ

自校で創造的に考えつつ、先導的な学校の情報

を検索し、それを自校の実態や指導体制に合わせて

改善・工夫していく柔軟性も必要である。

小学校だけの工夫や中学校との連携だけでは限

界がある。国や自治体に人材確保など環境整備を

求める必要もある。

（こじま・ひろし＝元東京都公立小学校長･(公財)豊島修練会顧問）
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